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0
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（
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大
学
）

概
要

•
基
礎
編
：
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
行
動
理
解

•サ
ー
ビ
ス

•生
産
性
向
上
の
た
め
の
科
学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

•CCE: Cognitive Chrono-Ethnohraphy

•
応
用
編
：
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
生

産
性
向
上

•プ
ロ
野
球
に
お
け
る
集
客

•北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

•札
幌
ド
ー
ム
観
戦
の
リ
ピ
ー
タ
ー
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

自
己
紹
介
：
研
究
分
野
の
紹
介

•
行
動
選
択
過
程
の
認
知
科
学
的
研
究
（
 ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
認

知
モ
デ
リ
ン
グ
）

‒
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
分
の
知
識
を
利
用
し
て
タ
ス
ク
の
状
態
を
理
解
し
、
次
の
操
作
を
決
定
す
る
人
間

の
認
知
過
程
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
構
築

•
人
間
・
社
会
相
互
作
用
機
構
モ
デ
ル
の
開
発

‒
人
間
の
個
人
的
だ
け
で
な
く
社
会
的
行
動
を
も
含
む
統
合
的
（
UNIFIED）

理
論
モ
デ
ル
の
構
築

‒
個
人
的
生
態
行
動

•
基
礎
理
論
：
 時
間
制
約
下
で
の
動
的
人
間
行
動
モ
デ
ル
（
 Nonlinear Dynam

ic Hum
an Behavior m

odel with Real-
Tim
e constraints、

NDHB-M
odel/RT）

 
‒

満
足
度
最
大
化
機
構
（
M
axim

um
 Satisfaction Architecture 、

M
SA)

‒
構
造
化
ミ
ー
ム
理
論
（
Structured M

em
e Theory、

SM
T) 

‒
脳
の
情
報
流
体
力
学
（
Brain Inform

ation Hydrodynam
ics、

BIH)
•
応
用
基
礎
：
M
odel Hum

an Processor with Real-Tim
e Constraints (M

HP/RT)
‒
社
会
的
生
態
行
動
：
Organic Collective Behavior

•
The Organic Self-Consistent Field Theory

‒
観
察
的
解
明
手
法
 「
CCE」

の
開
発

•
認
知
科
学
的
手
法
に
よ
る
歴
史
的
民
俗
誌
学
（
Cognitive Chrono-Ethnography、

CCE）
•
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
理
解
技
術

‒
理
論
の
応
用
分
野
の
例

•
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
：
Long-term

 M
arketing

•
情
報
通
信
技
術
：
Autonom

ous System
s Interaction Design (ASID)

3
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

自
己
紹
介
：
実
施
し
て
き
た
研
究
の
例

•
W
ebで

の
情
報
探
索

‒
W
ebペ

ー
ジ
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
評
価
法
の
開
発

‒
聴
覚
障
害
者
と
健
聴
者
の
W
ebペ

ー
ジ
探
索
過
程
の
比
較

•
駅
案
内
表
示
を
利
用
し
た
駅
施
設
利
用
・
乗
り
換
え
（
JR東

日
本
と
の
共
同
研

究
）‒
高
齢
者
が
駅
の
案
内
表
示
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か

‒
認
知
機
能
（
注
意
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
作
業
記
憶
）
の
低
下
が
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
の

解
明

‒
JR駅

に
お
け
る
実
地
調
査
に
よ
る
行
動
記
録
と
回
顧
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

‒
人
間
工
学
会
大
島
正
光
章
受
賞
、
サ
ー
ビ
ス
工
学
入
門
に
収
録

•
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
の
リ
ピ
ー
ト
観
戦
行
動
（
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の
共
同
研
究
）

‒
フ
ァ
ン
で
な
い
状
態
（
プ
レ
フ
ァ
ン
）
か
ら
リ
ピ
ー
タ
に
至
る
過
程
（
フ
ァ
ン
の
ヒ
ス

ト
リ
）
の
記
述

‒
「
プ
レ
フ
ァ
ン
→
フ
ァ
ン
→
リ
ピ
ー
タ
」
へ
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
（
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
成
長
過
程
）
の
き
っ
か
け
を
モ
デ
ル
化

4
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

文
献

•
サ
ー
ビ
ス
工
学
入
門
、
内
藤
 耕
 (著
, 編
集
)、
東
京

大
学
出
版
会
 (2009/3/25)

•
脳
は
あ
り
合
わ
せ
の
材
料
か
ら
生
ま
れ
た
―
そ
れ
で

も
ヒ
ト
の
「
ア
タ
マ
」
が
う
ま
く
機
能
す
る
わ
け
、

ゲ
ア
リ
ー
 マ
ー
カ
ス
 (著
), 鍛
原
 多
惠
子
 (翻
訳
)、

早
川
書
房
 (2009/01)

•
The Psychology of Hum

an-Com
puter 

Interaction、
S.K. Card, T.P. M

oran, & A. 
Newell、

Lawrence Erlbaum
 Assoc Inc 

(1983/06)
5
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

基
礎
編
：
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
行
動
理
解

PartⅠ
．
サ
ー
ビ
ス
工
学
に
つ
い
て

1.社
会
・
政
策
の
動
向

2.科
学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
：
最
適
設

計
ル
ープ
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

基
礎
編

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
行
動
理
解

•
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
経
済
規
模
の
7割
を
占
め
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産

性
の
伸
び
率
は
製
造
業
に
比
べ
て
低
く
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
の
向
上

は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
「
経
済
成
長
戦
略
大
綱
」
を

2006年
7月
に
発
表
し
、
勘
と
経
験
に
頼
る
部
分
が
多
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス

に
科
学
的
・
工
学
的
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
議
論
の
開
始
し

た
。
本
講
義
の
基
礎
編
で
は
、
ま
ず
始
め
に
、
科
学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
最
適
設
計
ル
ープ
（
観
測
、
分
析
、

設
計
、
適
用
を
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
繰
り
返
す
こ
と
）
」
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
続
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
（
人
間
）
が
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
受

容
し
て
い
る
の
か
を
観
測
し
、
サ
ー
ビ
ス
受
容
に
か
か
る
行
動
変
容
過
程
を

モ
デ
ル
化
す
る
た
め
の
認
知
行
動
科
学
的
手
法
（
Cognitive Chrono-

Ethnography）
を
概
説
す
る
。
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入
門
２
（
筑
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大
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Ⅰ
.1. 社

会
・
政
策
の
動
向

•
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
範
囲

‒
「
第
三
次
産
業
」
と
同
義
、
あ
る
い
は

‒
「
狭
義
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
（
医
療
、
介
護
、
教
育
、
物
流
、
流
通
、

公
務
、
対
個
人
・
対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
、
な
ど
を
含
み
、
不
動
産
、
電

力
・
ガ
ス
・
水
道
・
金
融
・
保
険
、
放
送
・
通
信
な
ど
を
含
ま
な
い
）

•
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
の
向
上
は
喫
緊
の
課
題

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
経
済
規
模
の
7割
（
GDPな

ら
び
に
雇
用
ベ
ー
ス
；

狭
義
で
も
４
割
を
超
え
る
）

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
の
伸
び
率
は
製
造
業
に
比
べ
て
低
い

‒
労
働
生
産
性
上
昇
率
（
1995-2003年

）
•
米
国
：
3.3%

（
製
造
業
）
、
2.3%

（
サ
ー
ビ
ス
業
）

•
日
本
：
4.1%

（
製
造
業
）
、
0.8%

（
サ
ー
ビ
ス
業
）

8
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
） 政
府
の
動
向

•
「
経
済
成
長
戦
略
大
綱
」
を
発
表
（
2006年

7月
）

‒
財
政
・
経
済
一
体
改
革
会
議
で
の
決
定
事
項

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
は
重
要
政
策
課
題

‒
勘
と
経
験
に
頼
る
部
分
が
多
か
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
科
学
的
・

工
学
的
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
議
論
の
開
始

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
を
抜
本
的
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
製
造
業
と
並
ぶ
『
双
発
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
』
を
創
る

‒
そ
の
た
め
の
政
策
と
し
て
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会

の
創
設
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
を
行
う

9
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

経
済
産
業
省
の
取
り
組
み
（
Ⅰ
）

経
済
成
長
戦
略
大
綱
を
受
け
て

•
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
性
に
関
す
る
研
究

会
」
を
設
置

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
性
向
上
の
た
め
に
必
要

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論

‒
「
経
験
と
勘
」
に
頼
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
「
科
学
的
・
工
学
的
手
法
」
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転
換
の
必
要
性
を
指
摘

•
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会
」
を
設
立
（
2007年

5月
）

‒
財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部
内

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
て
産
学
官
連
携
を
行
う

•
「
サ
ー
ビ
ス
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
（
2008年

4月
）

‒
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
内

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
「
科
学
的
・
工
学
的
手
法
」
を
導
入
し
て
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
研
究
開
発
を
行
う1
0
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は

•
生
産
性
＝
産
出
物
／
生
産
の
た
め
に
投
入
し
た
資
源

‒
投
入
資
源
活
用
の
効
率
を
表
す
尺
度

‒
資
源
＝
労
働
投
入
量
　
→
　
労
働
生
産
性

•
労
働
者
一
人
の
単
位
時
間
当
た
り
の
生
産
量
や
付
加
価
値
額
で
計
測

‒
資
源
＝
資
本
　
→
　
資
本
生
産
性

•
経
済
成
長
率
＝
労
働
生
産
性
上
昇
率
＋
就
業
者
増
加
率

‒
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、
就
業
者
増
加
率
の
向
上
は
望
め
な
い

‒
経
済
規
模
の
拡
大
に
は
生
産
性
の
向
上
が
必
須

•
生
産
性
の
向
上
の
た
め
に
は
・
・
・

‒
効
率
化
（
プ
ロ
セ
ス
改
善
）
に
よ
る
資
源
投
入
量
（
＝
分
母
）
の
削
減

•
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
は
方
法
論
が
比
較
的
明
確
で
あ
り
、
取
り
組
み
や
す
い

•
分
母
の
削
減
は
雇
用
の
削
減
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

•
効
率
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
剰
資
源
を
付
加
価
値
向
上
の
た
め
に
使
用
す
る
の
が
望
ま
し
い

‒
付
加
価
値
向
上
（
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
）
に
よ
る
分
子
の
増
加

1
1
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

科
学
的
・
工
学
的
手
法
と
は

•
「
経
験
と
勘
か
ら
科
学
的
・
工
学
的
手
法
へ
」
の
必
要
性

‒
製
造
業
：

•
同
業
種
内
で
の
競
争
が
激
し
く
、
研
究
開
発
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
や
効
率
化
に
よ
る
合
理
化
を
進
め

な
け
れ
ば
競
争
力
を
維
持
で
き
な
い

‒
サ
ー
ビ
ス
業
：

•
「
経
験
と
勘
」
で
あ
る
程
度
事
業
が
成
り
立
っ
て
し
ま
う

•
中
小
企
業
比
率
が
高
く
、
研
究
開
発
セ
ク
シ
ョ
ン
を
も
つ
企
業
は
限
ら
れ
て
い
る

•
優
れ
た
勘
や
豊
か
な
経
験
を
も
つ
人
材
を
有
し
て
い
な
い
企
業
が
事
業
を
拡
大
し
た
り
、
変
化
す
る
顧

客
の
嗜
好
や
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
に
は
「
経
験
と
勘
」
代
替
物
（
＝
「
科
学
的
・
工
学
的
手

法
」
）
が
必
要

•
「
科
学
的
・
工
学
的
手
法
」
の
意
味
合
い

‒
誰
が
行
っ
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
一
般
化
さ
れ
た
方
法
論
を
使
い
、
数
値
な
ど
で
客
観

的
に
評
価
で
き
る
、
と
い
う
こ
と

‒
誰
が
行
っ
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
化
さ
れ
た
方
法
論
が
構
築
さ

れ
れ
ば
他
企
業
へ
の
横
展
開
が
容
易
に
な
る

‒
共
通
に
利
用
可
能
な
ツ
ー
ル
や
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
「
科
学
的
・
工
学
的
手
法
」
の
導
入
方
法
を
促
進
す
る
こ
と
が
可
能

1
2
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

経
済
産
業
省
の
取
り
組
み
（
Ⅱ
）

•
サ
ー
ビ
ス
工
学
分
野
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
W
Gを
設
置
（
2007年

）
•
「
サ
ー
ビ
ス
工
学
分
野
の
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
策
定

‒
「
技
術
戦
略
マ
ッ
プ
*2008」

に
掲
載
（
2008年

4月
）

‒
科
学
的
・
工
学
的
手
法
の
導
入
方
法
や
、
重
要
と
な
る
要
素
技
術
に
つ
い
て
検
討

‒
結
論
１
：

•
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
新
規
技
術
の
形
は
、
製
造
業
で
典
型
的
な
「
技
術
依
存
」
で
は
な
く
、
発
想
を

中
心
と
し
た
「
発
想
依
存
」
で
あ
る

•
用
い
ら
れ
て
い
る
技
術
は
必
ず
し
も
最
先
端
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
製
造
業
や
ITの
分
野
で
あ

る
程
度
確
立
し
た
技
術
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
適
用
は
そ
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
が
多
い

‒
結
論
２
：

•
成
功
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
多
く
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
に
関
す
る
情
報
を
客
観
的
に
取

得
・
分
析
し
て
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
や
効
率
性
を

高
め
て
い
る
」
と
い
う
共
通
性
を
持
つ

•
そ
の
過
程
は
、
「
観
測
→
分
析
→
設
計
→
適
用
→
観
測
→
・
・
・
」
と
い
う
ル
ープ
（
最
適
設
計

ル
ープ
）
と
し
て
説
明
で
き
る

•
*) 「

技
術
戦
略
マ
ッ
プ
」
と
は
、
将
来
の
社
会
・
国
民
の
ニ
ー
ズ
や
技
術
進
歩
の
動
向
な
ど
を
見
据
え
、
要
素
技
術
、
要
求
ス

ペ
ッ
ク
、
導
入
シ
ナ
リ
オ
な
ど
を
時
間
軸
上
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、
2005年

に
20分

野
で
開
始
し
、
毎
年
、
新
分
野
を
追

加
す
る
と
と
も
に
、
各
分
野
の
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
2008年

版
よ
り
「
サ
ー
ビ
ス
工
学
分
野
」
が
加
え
ら
れ
た

1
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会
の
取
り
組
み

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
を
専
門
委
員
会
で
分
担

1.
科
学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
委
員
会

‒
「
経
験
と
勘
」
に
頼
る
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
「
科
学
的
・
工
学
的
手
法
」
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
成
功
事
例
の
収
集
・
分

析
・
一
般
化
と
、
そ
の
普
及
啓
発
を
行
う

2.
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
委
員
会

‒
「
カ
ン
バ
ン
方
式
」
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
製
造
管
理
手
法
」
を
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
適
用
し
て
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
を
図
る
手

法
を
、
適
用
事
例
開
発
な
ど
を
通
じ
て
確
立
し
、
ま
た
、
そ
の
普
及
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う

3.
人
材
育
成
委
員
会

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
会
が
求
め
る
人
材
ニ
ー
ズ
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
化
し
、
ス
キ
ル
標
準
・
能
力
評
価
制
度
の
検
討
や
、
ジ
ョ

ブ
カ
ー
ド
の
活
用
促
進
を
行
う

4.
品
質
・
認
証
委
員
会

‒
認
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
、
ADRの

あ
り
方
に
関
す
る
調
査
な
ど
、
信
頼
性
向
上
の
た
め
の
消
費
者
へ
の
適
切
な
情
報

提
供
の
仕
組
み
作
り
を
行
う

5.
CSI委

員
会

‒
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
に
つ
い
て
、
異
な
る
事
業
者
間
や
、
業
種
間
に
お
い
て
、
比
較
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
横
断
的
な
ベ
ン
チ

マ
ー
キ
ン
グ
（
CSI）

の
仕
組
み
を
構
築
す
る

6.
「
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
日
本
300選

」
選
定
委
員
会

‒
優
れ
た
成
功
事
例
（
ベ
ス
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
を
選
定
・
表
彰
し
て
「
気
づ
き
」
の
誘
発
を
促
す
と
と
も
に
、
先
進
事
例
の
普

及
・
共
有
を
図
る

7.
サ
ー
ビ
ス
統
計
委
員
会

‒
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
業
界
統
計
の
支
援
と
、
政
府
統
計
に
対
す
る
提
言
を
行
う

1
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

Ⅰ
.2. 科

学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
：
最
適
設
計
ル
ー
プ

•
観
測
→
分
析
→
設
計
→
適
用
→
観
測
→
・
・
・

‒
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
を
「
観
測
」
し
、

‒
得
ら
れ
た
客
観
的
デ
ー
タ
を
「
分
析
」
し
、

‒
サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル
を
「
設
計
」
す
る
と
と
も
に
、

‒
そ
の
モ
デ
ル
を
現
場
に
再
び
「
適
用
」
し
て
い
く
こ
と

•
観
測
、
分
析
、
設
計
、
適
用
を
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
繰
り
返
す
こ
と
で
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
と
受
容
者
の
間
で
情
報
が
共
有
さ
れ
、
結
果
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
提
供
の
方
法
が
、
受
容
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
に
最
適
化
さ
れ
て
い
く

•
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
無
駄
が
な
く
な
る
、
同
時
に
、
受
容
者
の
満
足
も
得
ら
れ

る
•
最
適
設
計
ル
ープ
を
現
場
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
化
と
付
加
価
値
向

上
の
両
方
が
同
時
に
達
成
さ
れ
、
生
産
性
が
向
上
し
て
い
く

•
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
多
く
の
先
進
事
例
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る

1
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

サ
ー
ビ
ス
工
学

産
総
研
サ
ー
ビ
ス
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
HPよ

り

1
6

サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
動
様
式
と

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
提
供
方
法
を
相
互
に
適
応

さ
せ
、
受
容
者
に
と
っ
て
の
付
加
価
値
と
提
供

者
に
と
っ
て
の
効
率
を
同
時
に
高
め
る
サ
ー
ビ

ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
経
験
と
勘
だ
け
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
の
受
容

者
と
提
供
者
の
行
動
を
観
測
し
、
そ
れ
を
分
析

し
て
得
ら
れ
る
客
観
的
根
拠
に
基
づ
い
て
、
あ

る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
モ
デ
ル
を
再
設
計

し
、
そ
れ
を
現
場
に
適
用
す
る
と
い
う
最
適
設

計
ル
ー
プ
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
生
産
性
向
上
の
た
め
の
科
学
的
・
工

学
的
手
法
を
サ
ー
ビ
ス
工
学
と
呼
ぶ
。
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

Ⅰ
.3. 先

進
的
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

1.顧
客
接
点
で
の
日
常
行
動
計
測
・
ニ
ー
ズ
分
析

（
く
ら
寿
司
）

2.顧
客
重
視
か
ら
個
客
起
点
へ
（
和
倉
温
泉
加
賀

屋
）

3.サ
ー
ビ
ス
の
連
携
（
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
）

1
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

顧
客
接
点
で
の
日
常
行
動
計
測
・
ニ
ー
ズ
分
析
（
く
ら
寿
司
）

•
先
進
的
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
顧
客
接
点
に
お
け
る
接
客
を
戦
略
的
に
捉
え

て
い
る

‒
積
極
的
な
接
客
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
方
法
の
効
率
化
・
高
い
顧
客
満

足
を
実
現

‒
接
客
時
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

•
客
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す

‒
接
客
時
の
サ
ー
ビ
ス
受
容
者

•
自
分
が
求
め
る
内
容
の
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
た
め
に
、
積
極
的
に
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
ニ
ー
ズ

と
し
て
表
明
す
る

•
顧
客
接
点
の
現
場
＝
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
受
容
者
の
ニ
ー
ズ
の
交
換
が
行
わ
れ
て

い
る
時
空
間

•
顧
客
接
点
に
お
け
る
接
客
＝
「
お
客
様
理
解
」
の
ツ
ー
ル

‒
客
観
的
デ
ー
タ
：
サ
ー
ビ
ス
運
用
の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
を
収

集
‒
接
客
係
の
デ
ー
タ
：
現
場
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
観
察
や
会
話
を
通
じ

て
デ
ー
タ
を
収
集

1
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 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
） く
ら
寿
司
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

顧
客
重
視
か
ら
個
客
起
点
へ
（
 和
倉
温
泉
加
賀
屋
）

•
背
景
：
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
充
足

‒
情
報
通
信
技
術
の
発
展
・
普
及
に
よ
り
世
界
中
の
多
様
な
情
報
が
安
価
で
容
易
に
入
手
可

能
に
な
っ
た

‒
個
別
配
達
の
本
格
的
普
及
に
よ
り
、
生
産
者
と
消
費
者
の
接
点
を
容
易
に
形
成
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た

•
顧
客
か
ら
個
客
へ

‒
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
を
顧
客
群
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
や
め
、
一
人
一
人
の
顧
客
（
ま
た

は
個
客
）
に
関
心
を
持
ち
、
一
人
一
人
の
顧
客
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

‒
接
客
を
通
じ
て
得
た
顧
客
の
行
動
や
購
買
の
プ
ロ
セ
ス
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
蓄
積

で
き
る
よ
う
に
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
モ
デ
ル
化
し
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る

‒
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
小
売
業
）
：
購
買
履
歴
か
ら
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
理
解
、
そ
の
分
析
結
果

か
ら
必
要
な
商
品
構
成
を
検
討
し
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
商
品
発
注
業
務
の
基
礎

デ
ー
タ
と
す
る

‒
宿
泊
業
：
接
客
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
顧
客
情
報
の
収
集
と
共
有
を
図
り
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
し
、
効
率
的
に
一
人
一
人
の
個
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供

2
0
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

サ
ー
ビ
ス
連
携
（
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
）

•
一
人
一
人
の
個
客
の
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
サ
ー
ビ
ス
と
サ
ー
ビ
ス
の
間
の
接
続

が
重
要

•
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
例

‒
宿
泊
業

•
客
は
、
フ
ロ
ン
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
部
屋
で
過
ご
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
現
場
で
蓄
積
さ
れ

た
情
報
が
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
交
換
・
共
有
さ
れ
、
宿
泊
者
一
人
一
人
に
合
わ
せ
て
全
体
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る

‒
小
売
業

•
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
、
売
り
上
げ
の
高
い
商
品
を
販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
映
画
や

飲
食
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
顧
客
の
長
い
滞
留
時
間
を
確

保
‒
運
輸
業

•
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
異
な
る
交
通
機
関
間
の
接
続
が
重
要
と
な
り
、
目
的
地
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
人
が

移
動
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

•
サ
ー
ビ
ス
連
携

‒
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
を
最
適
化
す
る
の
で
は
な
く
、
受
容
者
の
日
常
の

行
動
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
最
適
化
す
る
こ
と

2
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

基
礎
編
：
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
行
動
理
解

PartⅡ
. エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
受
容
者
行
動
理
解
技
術

1.
サ
ー
ビ
ス
の
受
容
と
そ
の
行
動
の
理
解

•
行
動
選
択
１
：
サ
ー
ビ
ス
を
受
容
し
て
い
る
時
の
行
動

•
行
動
選
択
２
：
調
査
対
象
社
と
し
て
、
質
問
に
答
え
る
時
の
行
動

2.
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
理
解
の
た
め
の
基
礎

•
人
間
の
行
動
選
択
メ
カ
ニ
ズ
ム

3.
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
行
動
理
解
技
術

•
Cognitive Chrono-Ethnography

2
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認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

Ⅱ
.1. サ

ー
ビ
ス
の
受
容
と
そ
の
行
動
の
理
解

•
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
浮
か
ぶ
も
の

‒
人
が
人
に
す
る
行
動
：
原
始
サ
ー
ビ
ス

‒
医
療
（
病
院
）
、
宿
泊
（
ホ
テ
ル
）

•
主
人
に
よ
る
客
を
も
て
な
す
場
所

‒
食
事
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）

‒
移
動
（
鉄
道
）

‒
小
売
り
（
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

‒
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

•
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か

•
サ
ー
ビ
ス
の
受
容
時
の
人
間
の
行
動
を
理
解
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
行
動
を
理
解
す
る
た
め
の
中
心
的
な
作
業
は
、
サ
ー
ビ

ス
受
容
者
の
記
憶
の
掘
り
起
こ
し

2
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性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

サ
ー
ビ
ス
の
定
義
*

•
無
形
成

‒
サ
ー
ビ
ス
は
遂
行
さ
れ
る
活
動
も
し
く
は
行
為
で
あ
り
、
家
に
持
ち
帰
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
物
質
的
な
実
体
が
な
い

•
消
滅
性
（
無
形
成
は
消
滅
性
を
意
味
す
る
）

‒
サ
ー
ビ
ス
は
在
庫
で
き
な
い

•
同
時
性

‒
サ
ー
ビ
ス
は
生
産
と
消
費
が
同
時
に
な
さ
れ
る

•
異
質
性
（
同
時
性
は
異
質
性
を
意
味
す
る
）

‒
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
取
る
相
手
に
よ
っ
て
価
値
が
違
っ
て
く
る

•
*「
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
̶
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
（
上
）
バ
ー
ト
・
ヴ
ァ
ン
 ロ
ー
イ
 

(編
集
), ロ

ー
ラ
ン
ド
・
ヴ
ァ
ン
 デ
ィ
ー
ド
ン
ク
 (編
集
), ポ
ー
ル
 ゲ
ン
メ
ル
 (編
集
), Paul 

Gem
m
el (原

著
), Roland Van Dierdonck (原

著
), Bart Van Looy (原

著
), 平

林
 祥
 

(翻
訳
), 白

井
 義
男
, ピ
ア
ソ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 (2004/12)
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0
 感
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認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

•
プ
ロ
野
球
の
試
合
を
野
球
場
で
観
戦
す
る
場
合

‒
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
：
選
手
、
球
団

‒
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
：
観
客

•
無
形
成

‒
野
球
観
戦
者
は
試
合
に
さ
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い

•
消
滅
性

‒
試
合
が
終
了
す
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
は
存
在
し
な
く
な
る

•
同
時
性

‒
野
球
は
ラ
イ
ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
り
、
生
の
試
合
が
行
わ
れ
て
い

る
と
き
に
の
み
、
サ
ー
ビ
ス
が
存
在
す
る

•
異
質
性

‒
観
客
に
は
選
手
へ
の
応
援
を
楽
し
む
者
も
い
れ
ば
、
野
球
の
試
合
そ
の
も
の
を

楽
し
む
者
も
い
る

2
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満足度 

時
間
 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

サ
ー
ビ
ス
を
 

受
け
た
後
の
状
態
 

サ
ー
ビ
ス
を
 

受
け
る
前
の
状
態
 

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
に
 

得
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
状
態
 

サ
ー
ビ
ス
を
 

受
け
て
い
る
間
の
状
態
 

サ
ー
ビ
ス
の
結
果
に
 

対
す
る
評
価
  

サ
ー
ビ
ス
開
始
 

サ
ー
ビ
ス
終
了
 

満
足
度
の
向
上
 

サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
心
的
状
態
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認
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脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
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サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
行
動

2
9

•
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
場
合

‒
プ
ロ
野
球
観
戦
、
温
泉
地
旅
行
、
…

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
前

‒
試
合
は
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
球
場
に
観
戦
に
行
く

‒
城
崎
温
泉
の
○
○
旅
館
に
泊
る

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
時

‒
熱
烈
な
応
援
団
に
混
じ
っ
て
応
援
歌
を
歌
い
な
が
ら
観
戦

‒
夕
食
前
に
外
湯
２
カ
所
に
行
っ
て
か
ら
、
宿
で
蟹
料
理
を
食
べ
、
そ
の

後
、
外
湯
に
１
カ
所
行
っ
て
、
就
寝

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
後

‒
翌
日
、
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を
見
る

‒
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
写
真
を
整
理
す
る
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性
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脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
認
知
行
動
過
程

3
0

•
問
題‒
こ
の
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

•
特
徴‒時
間
制
約
下
の
行
動
選
択

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
容
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
各
時
点
で
の
行

動
選
択
の
系
列
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

‒
利
用
で
き
る
デ
ー
タ

•
行
動
観
察
結
果
（
観
察
者
が
観
察
対
象
の
特
徴
的
な
行
動
を
記
録
）

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
時
の
行
動
計
測
結
果
（
観
察
対
象
に
装
着
し
た
セ
ン
サ
ー
な

ど
に
よ
り
自
動
的
に
記
録
（
心
拍
数
、
か
ら
だ
の
動
き
、
視
線
な
ど
）
）

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
時
を
振
り
返
っ
て
（
あ
る
い
は
想
像
し
て
）
の
聞
き
取
り
結

果
（
分
析
者
の
企
画
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
）
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サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と

•
中
心
的
な
役
割
を
持
つ
人
間
の
認
知
行
動
過
程

•
行
動
１
：
サ
ー
ビ
ス
受
容
し
て
い
る
時

‒
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
 as サ

ー
ビ
ス
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
受
容
し
て
い
る

‒
人
間
は
ど
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
容
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
が
必
要

•
行
動
２
：
サ
ー
ビ
ス
受
容
行
動
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分
析
す
る
時

‒
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
 as 自

身
の
サ
ー
ビ
ス
受
容
状
況
を
表
現
し
よ
う
と
し

て
い
る

‒
人
間
は
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
自
身
の
と
っ
た
行
動
を
思
い
出
し
て
表
現

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
正
し
い
く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

3
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
の
理
解

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
理
解
の
た
め
の
基
礎

‒
M
HP（

M
odel Hum

an Processor）
・
・
・
基
礎
の
基
礎

•
応
用
認
知
心
理
学
（
1983～

）
by Card, M

oran, and Newell @
Xerox, “The 

Psychology of Hum
an-Com

puter Interaction” 
‒
M
HP/RT（

M
odel Hum

an Processor with Real Tim
e 

Constraints）
・
・
・
M
HPの

発
展
形
 by 豊

田
 and 北

島
•
豊
田
誠
，
北
島
宗
雄
. (2009). 生

命
体
自
律
活
動
協
調
場
理
論
：
幸
福
感
に
満
ち
た
社
会

で
あ
る
た
め
に
「
自
律
シ
ス
テ
ム
間
の
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
. オ
ン
ブ
ッ
ク
.

•
豊
田
誠
，
北
島
宗
雄
. (2008). 脳

の
自
律
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
と
性
質
：
行
動
の
基
準
は

効
率
か
ら
幸
福
・
満
足
へ
「
時
間
制
約
下
で
の
動
的
人
間
行
動
モ
デ
ル
」
. オ
ン
ブ
ッ
ク
.

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
理
解
技
術

‒
CCE: Cognitive Chrono-Ethnography

‒
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
サ
ー
ビ
ス
受
容
時
の
認
知
行
動
特
性
（
行
動
１
）
と
、
サ
ー

ビ
ス
受
容
者
が
サ
ー
ビ
ス
受
容
時
の
自
身
の
行
動
の
表
現
時
の
認
知
行
動
特
性

（
行
動
２
）
を
考
慮
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
受
容
時
の
行
動
を
解
明
す
る
技
術

3
2
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文
献

1.豊
田
誠
，
北
島
宗
雄
. (2009). 生

命
体
自

律
活
動
協
調
場
理
論
：
幸
福
感
に
満
ち
た
社

会
で
あ
る
た
め
に
　
自
律
シ
ス
テ
ム
間
の
相

互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
. オ
ン
ブ
ッ
ク
.

2.豊
田
誠
，
北
島
宗
雄
. (2008). 脳

の
自
律

シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
と
性
質
：
行
動
の
基
準

は
効
率
か
ら
幸
福
・
満
足
へ
　
～
時
間
制
約

下
で
の
動
的
人
間
行
動
モ
デ
ル
～
. オ
ン

ブ
ッ
ク
.
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M
HP: M

odel Hum
an Processor

The Psychology of Hum
an-Com

puter Interaction (1983) by Card, M
oran & New

ell

動
作
原
理

記
憶

3
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

M
HP誕

生
の
背
景

•
入
力
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に
関
す
る
課
題

•
入
力
デ
バ
イ
ス
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

‒
キ
ー
ボ
ー
ド
、
テ
ン
キ
ー
、
マ
ウ
ス
、
ジ
ョ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク

‒
ど
れ
が
ユ
ー
ザ
の
作
業
に
適
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

（
入
力
速
度
、
学
習
の
容
易
性
、
エ
ラ
ー
の
頻
度
）

•
ス
ク
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
課
題

‒
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
表
示
で
き
る

‒
分
か
り
や
す
さ
や
、
作
業
効
率
を
高
め
る
に
は
、
ど

の
よ
う
に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
使
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か

•
レ
イ
ア
ウ
ト
に
関
す
る
課
題

‒
表
示
す
る
情
報
の
内
容
は
？

‒
表
示
方
法
は
？

•
⇒
　
人
間
の
情
報
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
近
似
モ
デ
ル

（
M
HP）

を
構
成
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
予
測
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p
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長
期
記
憶

作
業
記
憶

知
覚
プ
ロ
セ
ッ
サ

認
知
プ
ロ
セ
ッ
サ

運
動
プ
ロ
セ
ッ
サ

知
覚
記
憶

知
識
は
作
業
記
憶
に
移
さ
れ

な
い
限
り
使
え
な
い

3
6

M
o
d
e
l H

u
m

a
n
 P

ro
c
e
s
s
o
r, T

h
e
 P

s
y
c
h
o
lo

g
y
 o

f H
u
m

a
n
-C

o
m

p
u
te

r In
te

ra
c
tio

n
 

(1
9
8
3
) b

y
 C

a
rd

, M
o
ra

n
 a

n
d
 N

e
w

e
ll s
u



2
0
0
9
.1

0
.3

0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
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波
大
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作
業
記
憶
の
特
性

•
認
知
行
動
を
実
行
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
情
報
が
、
行
動

実
行
時
に
一
時
的
に
格
納
さ
れ
る
場
所

•
容
量
は
小
さ
く
、
同
時
に
高
々
三
つ
の
項
目
し
か
保
持
で
き

な
い
。
保
持
す
る
た
め
の
努
力
を
行
え
ば
7項
目
程
度
ま
で

増
え
る

•
格
納
さ
れ
た
項
目
を
保
持
し
て
い
ら
れ
る
時
間
に
も
限
界
が

あ
る‒3項
目
が
格
納
さ
れ
た
の
ち
に
、
格
納
し
た
項
目
に
関
係
の
な
い
こ

と
を
行
っ
た
場
合
、
10秒

後
に
思
い
出
せ
る
項
目
は
1項
目
程
度

•
人
間
の
認
知
行
動
は
作
業
記
憶
内
で
情
報
が
変
換
さ
れ
た
結

果

3
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作
業
記
憶
の
減
衰
率

提
示
さ
れ
た
3項
目
の
う
ち
10秒

後
に
は
1項
目
し
か
思
い
出
せ
な
い

3
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人
認
知
行
動
過
程
：
作
業
記
憶
を
中
心
に
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長
期
記
憶
の
特
徴

文
脈
依
存
記
憶
、
自
律
シ
ス
テ
ム

•
将
来
利
用
で
き
る
よ
う
に
知
識
と
し
て
蓄
積

•
作
業
記
憶
に
格
納
さ
れ
た
項
目
が
検
索
キ
ー
と
な
り
、
長
期
記
憶
内
の
関
連
す
る
項

目
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

•
文
脈
依
存
記
憶
（
vs. 郵

便
番
号
記
憶
）

‒
探
し
て
い
る
も
の
の
手
が
か
り
を
与
え
る
文
脈
を
キ
ュ
ー
出
し
の
キ
ュ
ー
と
し
て
用
い
、
欲

し
い
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

•
自
律
シ
ス
テ
ム

‒
脳
の
中
の
記
憶
は
そ
れ
ぞ
れ
自
律
的
に
検
索
語
に
応
答
す
る

‒
記
憶
格
納
場
所
の
地
図
を
維
持
・
管
理
す
る
中
央
処
理
装
置
が
必
要
な
い

•
最
も
必
要
と
す
る
可
能
性
の
高
い
情
報
が
検
索
さ
れ
る

‒
よ
り
一
般
的
な
情
報

‒
よ
り
最
近
に
な
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
情
報

‒
以
前
に
似
通
っ
た
情
況
で
必
要
だ
っ
た
情
報

‒
文
脈
依
存
記
憶
で
は
迅
速
な
並
列
処
理
が
可
能

4
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学
友
の
名
前
を
思
い
出
す
実
験

4
1

•
被
験
者
は
、
高
校
を
卒
業
し

て
7年
た
っ
た
後
に
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
600人

の
名
前
を
思

い
出
す
。

•
10時

間
後
で
も
、
新
し
い
情

報
を
検
索
し
て
き
て
い
る

•
被
験
者
の
戦
略
：
顔
を
次
々

と
思
い
出
す
、
パ
ー
テ
ィ
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
想
起
、

な
じ
み
の
あ
る
通
り
を
歩
き

住
人
を
思
い
出
す
、
・
・
・
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長
期
記
憶
の
戦
略
的
探
索

•
そ
の
と
き
必
要
と
さ
れ
る
情
報
が
常
に
簡
単
に
見
つ
か
る

わ
け
で
は
な
い

‒
自
律
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、
作
業
記
憶
に
置
か
れ
た
手
が
か
り

に
、
勝
手
に
応
答
す
る

‒
探
索
時
に
は
、
何
が
手
が
か
り
に
な
る
か
は
不
明

•
探
索
戦
略

•
長
期
記
憶
に
は
文
脈
ご
と
格
納
さ
れ
て
い
る

•
文
脈
の
な
か
に
想
起
の
手
が
か
り
が
あ
る
は
ず

•
し
か
し
、
探
索
時
に
は
、
な
に
が
手
が
か
り
に
な
る
か
は
不
明

‒
手
が
か
り
と
思
わ
れ
る
も
の
を
作
業
記
憶
に
お
い
て
、
長
期
記

憶
か
ら
想
起
す
る
。
失
敗
し
た
ら
、
こ
れ
を
繰
り
返
す

4
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長
期
記
憶
の
特
性
（
い
ろ
い
ろ
）

•
記
憶
シ
ス
テ
ム
は
信
頼
性
よ
り
速
度
に
照
準
を
合
わ
せ
た
。
多
く
の
場
合
、
と
り
わ
け
瞬

時
に
判
断
を
要
求
さ
れ
る
状
況
で
は
、
「
親
近
性
」
「
頻
度
」
、
「
文
脈
」
は
記
憶
を

処
理
す
る
強
力
な
道
具
と
な
る

•
し
か
し
、
そ
れ
が
仇
と
な
る
こ
と
が
あ
る
・
・
・

•
見
つ
か
ら
な
い

‒
私
た
ち
は
「
自
分
が
所
有
し
て
い
る
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
見
つ
け
ら
れ
な
い
も
の
を
探
す
の

に
」
一
日
あ
た
り
平
均
し
て
55分

費
や
す
（
News W

eek）
•
信
頼
性
に
乏
し
い

‒
情
報
を
所
定
の
場
所
に
保
存
す
る
の
で
は
な
く
、
文
脈
と
ヒ
ン
ト
に
基
づ
い
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
係
留
（
ア
ン
カ
リ
ン
グ
；
特
定
の
情
報
を
重
視
す
る
認
知
バ
イ
ア
ス
）
し
た
こ
と
で
、
記

憶
同
士
が
結
合
す
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
（
歪
曲
と
干
渉
に
関
す
る
ロ
フ
タ
ス
の
実
験
）

•
時
間
に
弱
い

‒
出
来
事
の
内
容
に
関
す
る
記
憶
の
詳
細
さ
に
比
べ
て
、
い
つ
起
き
た
の
か
に
関
す
る
記
憶
は
貧
弱

‒
記
憶
の
「
再
構
築
」
：
何
か
が
起
き
た
日
時
を
思
い
出
す
代
わ
り
に
、
そ
の
情
報
を
推
論
に
よ
っ

て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
時
に
関
す
る
記
憶
を
再
構
築
す
る
手
法
は
、
ヒ
ト
に
郵
便
番
号
記
憶

が
な
い
こ
と
に
対
処
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
手
だ
て
の
一
つ

4
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干
渉
と
歪
曲
に
関
す
る
Loftusの

実
験

•
実
験
１
：
自
動
車
事
故
の
様
子
（
「
一
時
停
止
（
Stop）

」
の
標
識
の
あ
る
場
所
を
通
り

抜
け
る
自
動
車
）
を
収
め
た
ビ
デ
オ
を
被
験
者
た
ち
に
見
せ
、
そ
の
後
で
何
が
お
こ
っ
た

の
か
と
訊
く

‒
被
験
者
は
後
で
別
の
人
が
「
譲
れ
（
Yield）

」
の
標
識
の
話
を
す
る
の
を
耳
に
す
る
と
、
そ
の
話

と
自
分
が
見
た
映
像
を
結
合
し
、
自
動
車
が
「
Stop」

で
は
な
く
「
Yield」

の
標
識
を
無
視
し
て

走
り
去
っ
た
と
誤
っ
て
記
憶
し
た

•
実
験
２
：
別
々
の
グ
ル
ープ
の
被
験
者
（
全
て
の
被
験
者
は
別
の
自
動
車
事
故
の
ビ
デ
オ

を
見
せ
ら
れ
て
い
た
）
に
微
妙
に
異
な
る
質
問
を
し
た
（
動
詞
が
違
う
）

‒
質
問
１
：
「
激
突
し
た
」
と
き
双
方
の
ク
ル
マ
は
ど
の
く
ら
い
の
速
度
で
走
っ
て
い
ま
し
た
か
？

‒
質
問
２
：
「
ぶ
つ
か
っ
た
」
と
き
双
方
の
ク
ル
マ
は
ど
の
く
ら
い
の
速
度
で
走
っ
て
い
ま
し
た
か
？

‒
質
問
３
：
「
接
触
し
た
」
と
き
双
方
の
ク
ル
マ
は
ど
の
く
ら
い
の
速
度
で
走
っ
て
い
ま
し
た
か
？

‒
被
験
者
の
推
測
し
た
平
均
時
速

•
「
激
突
す
る
」
を
用
い
た
場
合
：
65.7km

/h
•
「
ぶ
つ
か
る
」
を
用
い
た
場
合
：
54.7km

/h
•
「
接
触
す
る
」
を
用
い
た
場
合
：
51.2km

/h
‒
微
妙
な
表
現
の
差
で
、
聞
く
者
の
記
憶
を
変
え
る
の
に
十
分
だ
っ
た

•
質
問
に
よ
っ
て
「
証
人
（
被
験
者
の
回
答
）
は
誘
導
」
で
き
る

4
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人
間
の
行
動
は
複
雑
だ
が
あ
る
原
則
に
従
っ
て
い
る

•
「
サ
イ
モ
ン
の
蟻
」
と
い
う
た
と
え
話

‒
人
間
の
行
動
の
複
雑
さ
の
源
は
何
か

‒
人
間
自
身
が
複
雑
な
わ
け
で
は
な
い

‒
タ
ス
ク
が
実
行
さ
れ
る
環
境
が
複
雑
だ
か
ら
で
あ
る

•
An ant [A m

an], viewed as a behaving system
, is quite sim

ple.  The 
apparent com

plexity of its behavior over tim
e is largely a reflection of the 

com
plexity of the environm

ent in which it finds itself.

•
し
た
が
っ
て
、
人
間
行
動
を
予
測
す
る
に
は
、
複
雑
な
環
境
下
に
あ
っ
て
、
な
に
が
人
間
に
と
っ

て
合
理
的
な
振
る
舞
い
で
あ
る
か
を
考
え
て
分
析
す
れ
ば
よ
い

•
で
は
、
合
理
性
の
メ
ジ
ャ
ー
は
何
か
？
？
？

‒
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
小
化

•
移
動
距
離
を
最
短
に
す
る
  

←
　
筋
肉

•
考
え
な
い
で
行
え
る
よ
う
に
す
る
 

←
　
脳

•
時
間
最
小
化

•
人
間
に
と
っ
て
の
合
理
性
・
・
・
論
理
的
合
理
性
で
は
な
い

‒
「
限
定
合
理
性
」
と
「
満
足
化
原
理
」
に
基
づ
い
て
合
理
性
判
断
が
行
わ
れ
る

4
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「
限
定
合
理
性
」
と
「
満
足
化
原
理
」

•
By Herbert A. Sim

on（
1916～

2001）
‒
研
究
の
機
軸
は
組
織
論
。
人
工
知
能
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
組
織
に
お
け
る
人
間
の
限
定
合
理

性
と
意
思
決
定
過
程
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
た
。
ア
レ
ン
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
と
幾
つ
も
の

意
思
決
定
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
携
わ
っ
た
。
人
工
知
能
へ
の
貢
献
か
ら
1975年

に
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
賞
、
1978年

に
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
、
さ
ら
に
1986年

に
は

ア
メ
リ
カ
国
家
科
学
賞
を
授
与

•
限
定
合
理
性
（
Bounded Rationality）

‒
伝
統
的
な
経
済
学
で
は
、
各
主
体
は
自
分
の
置
か
れ
た
利
害
関
係
を
十
分
に
把
握
し
、
そ

れ
を
も
と
に
自
分
に
と
っ
て
最
適
な
選
択
を
行
う
完
全
な
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
す
る

‒
し
か
し
、
現
実
に
は
、
人
間
は
周
囲
の
利
害
関
係
を
不
完
全
に
し
か
把
握
で
き
ず
、
最
適

な
選
択
を
行
う
能
力
も
な
い

‒
む
し
ろ
日
常
的
な
意
思
決
定
の
場
面
で
は
、
少
数
の
選
択
肢
の
中
で
限
定
的
な
意
思
決
定

を
行
っ
て
い
る

•
満
足
化
原
理
（
Satisficing Principle）

‒
主
体
は
最
適
化
す
る
の
で
は
な
く
，
情
報
の
不
確
実
性
や
計
算
の
限
界
に
よ
っ
て
制
約
さ

れ
た
中
で
満
足
の
基
準
に
従
っ
て
選
択
を
行
う

4
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Sim
on’s Ant on the Beach
http://w

w
w
.balint.ch/im

ages/antbeach.jpg
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Ⅱ
.3. サ

ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
理
解
技
術
：
CCE

•
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
理
解
技
術

‒
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
サ
ー
ビ
ス
受
容
時
の
認
知
行
動
特
性
と
、
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
が
サ
ー
ビ
ス

受
容
時
の
自
身
の
行
動
の
表
現
時
の
認
知
行
動
特
性
を
考
慮
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
受
容
時
の
行
動

を
解
明
す
る
技
術

•
「
長
期
記
憶
の
発
掘
作
業
を
き
ち
ん
と
や
る
」
と
い
う
こ
と

‒
現
在
の
行
動
の
理
由
（
過
去
が
影
響
し
て
い
る
は
ず
）

‒
過
去
の
行
動
の
理
由

•
CCEは

そ
の
た
め
の
方
法
論

‒
個
々
の
顧
客
が
観
戦
行
動
・
購
買
行
動
・
鑑
賞
行
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
状
況
を
記
録
し
た

種
々
の
デ
ー
タ
1)を

用
い
て
、
そ
の
と
き
の
行
動
の
理
由
を
、
そ
の
顧
客
の
時
間
軸
に
沿
っ
て

明
ら
か
に
し
、
多
く
の
顧
客
の
示
す
行
動
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
2)

1.顧
客
の
普
段
通
り
の
行
動
を
記
録
す
る
。
可
能
な
限
り
そ
れ
に
影
響
し
な
い
仕
方
で
記
録
す
る

（
記
憶
発
掘
の
キ
ュ
ー
）

2.行
動
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
行
動
変
容
過
程
は
個
人
ご
と
に
異
な
る
が
、
い
く
つ
か
の

代
表
的
な
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
い
だ
す

•
問
い
「
こ
の
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？
」
に
対
し
て
、
一
般
性
の
高
い
回
答
が
あ
る
は
ず
。
人
間
の
反
応
に
は
共
通
点
が
あ
る
は
ず

4
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CCEの
具
体
的
手
順

•
顧
客
の
サ
ー
ビ
ス
受
容
に
お
い
て
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
を
、
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
よ
り

解
明
す
る

1.エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
選
定

2.エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
行
動
観
察
・
記
録

3.回
顧
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

4.行
動
選
択
・
行
動
変
容
モ
デ
ル
の
構
築

4
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CCEの
具
体
的
手
順
 (1)

•
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
選
定

‒
行
動
選
択
過
程
は
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
個
人
毎
に
異
な
る
。

し
か
し
、
適
当
な
粒
度
を
設
定
す
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
代
表
的
な

パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
は
ず
。
そ
こ
で
、
行
動
選
択
過
程
の
状

態
の
中
で
確
実
に
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
状
態
を
想
定
し
（
分

析
側
の
直
感
に
よ
る
）
、
そ
の
状
態
に
属
す
る
も
の
を
探
し
出
す

こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
選
ば
れ
た
モ
ニ
タ
ー
を
「
エ
リ
ー
ト
モ
ニ

タ
ー
」
と
呼
ぶ
。

‒
分
析
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
い
だ
す

こ
と
が
可
能
な
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
や
質
問
紙
調
査
を
行
う
。
面

談
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
質
の
高
い
モ
ニ
タ
ー
を
選
定
す
る
こ
と

が
き
わ
め
て
重
要
な
の
で
、
非
常
に
丁
寧
に
行
う
必
要
が
あ
る

5
0



2
0
0
9
.1

0
.3

0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

CCEの
具
体
的
手
順
 (2)

•
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
行
動
観
察
・
記
録

‒
あ
る
状
態
に
属
す
る
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
行
動
を
可
能
な

限
り
自
然
な
状
態
で
観
察
し
記
録
す
る

‒
手
段
：

1.エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
行
動
す
る
様
子
の
ビ
デ
オ
映
像
、
生
体

デ
ー
タ
（
心
拍
、
運
動
、
な
ど
）
、
発
話
。
視
点
の
記
録

2.自
身
で
記
入
す
る
行
動
メ
モ

3.調
査
員
が
記
録
す
る
状
況
記
録
メ
モ
、
等
々

•
何
を
記
録
す
る
か
は
、
行
動
選
択
の
説
明
変
数
に
関
す
る
初
期
仮

説
、
自
然
な
状
態
で
の
行
動
の
保
証
の
兼
ね
合
い
で
決
め
る
。
野
球

観
戦
で
あ
れ
ば
、
感
動
す
る
こ
と
が
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
と
す
る

初
期
仮
説
を
設
定
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
心
拍
な
ど
を
記
録
す
る

5
1
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科
学
入
門
２
（
筑
波
大
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CCEの
具
体
的
手
順
 (3)

•
回
顧
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

‒
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
が
、
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
状
態
に
至
っ
た
行
動

変
容
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
。
人
間
の
記
憶
は
、
行
動
し
た
と
き
の
状
況

を
含
め
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
行
動
記
録
時
の
行
動
の
理
由
を

探
る
た
め
に
は
、
そ
の
と
き
の
状
況
を
再
現
す
る
デ
ー
タ
が
不
可
欠
で
あ

る
。
ま
た
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り
行
動
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
際
に

も
、
行
動
記
録
デ
ー
タ
が
思
い
出
す
た
め
の
有
効
な
き
か
っ
け
と
な
る
。

‒
手
段•観
察
記
録
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る

•
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
個
人
の
行
動
変
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
行
動
記

録
に
残
っ
た
行
動
の
理
由
の
解
明
か
ら
は
じ
め
、
そ
の
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
記

憶
発
掘
を
行
う
こ
と
が
基
本
的
な
方
法

•
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
が
記
憶
発
掘
を
有
効
に
行
え
る
て
が
か
り
を
発
見
す
る
こ
と

が
重
要

5
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CCEの
具
体
的
手
順
 (4)

•
行
動
選
択
・
行
動
変
容
モ
デ
ル
の
構
築

‒
エ
リ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
の
人
数
分
の
行
動
選
択
・
行
動
変
容
過
程
に
関
す
る
表

現
が
得
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
、
共
通
部
分
を
見
い
だ
し
、
行
動
選
択
・

行
動
変
容
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。

‒
行
動
変
容
モ
デ
ル
は
、
い
く
つ
か
の
層
を
持
つ
階
層
構
造
と
な
る
。
従
っ

て
、
モ
デ
ル
化
の
作
業
は
、
「
層
」
お
よ
び
層
の
間
の
「
遷
移
」
を
同
定
す

る
作
業
と
な
る
。

‒
手
段
：

•
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
を
分
析
し
、
頻
出
語
や
重
要
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
抽
出
し
、

そ
れ
ら
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
行
動
選
択
・
行
動
変
容
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
•
「
層
」
は
多
く
の
顧
客
に
共
通
す
る
状
態
で
あ
る
（
リ
ピ
ー
タ
ー
、
フ
ァ
ン
な
ど
）
。

「
層
」
と
「
遷
移
」
は
、
行
動
記
述
の
粒
度
に
依
存
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
定
義
で
き
る

が
、
定
義
の
し
か
た
に
よ
っ
て
、
モ
デ
ル
の
説
明
能
力
・
頑
強
性
が
変
わ
っ
て
く
る

•
適
切
な
粒
度
で
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

5
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CCEの
理
論
的
説
明

•
人
間
が
次
の
行
動
を
選
択
す
る
と
き
、
人
間
は
過
去
に
経
験
し
て
き
た
こ

と
を
構
造
化
し
た
知
識
（
ミ
ー
ム
：
行
動
を
実
行
し
た
と
き
の
状
況
に
密

接
に
関
連
し
た
記
憶
）
を
利
用
し
、
環
境
か
ら
入
力
さ
れ
る
情
報
を
適
切

に
認
知
資
源
を
配
分
し
な
が
ら
、
満
足
度
を
最
大
化
す
る
の
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
行
動
を
選
択
す
る
（
認
知
科
学
的
行
動
選
択
機

構
）
。

•
CCEは

、
顧
客
が
、
現
時
点
に
お
け
る
行
動
選
択
特
性
を
獲
得
す
る
に

至
っ
た
経
緯
に
関
す
る
成
長
プ
ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
を
、
前
記
し
た
行
動
選

択
機
構
に
基
づ
い
て
、
そ
の
行
動
が
実
行
さ
れ
る
現
場
に
お
け
る
現
場
観

察
調
査
（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
調
査
）
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
行
動
デ
ー
タ

を
記
録
・
収
集
し
、
そ
の
記
録
を
も
と
に
回
顧
的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

し
、
成
長
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
（
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
）
、
そ
の
現
場
に

お
け
る
行
動
変
容
過
程
を
時
間
軸
上
で
明
ら
か
に
す
る
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応
用
編
：
 エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
の
生
産
性
向
上

•
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
は
ど
の
よ
う
に
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
化
す
る
の
か

•
基
礎
編
で
説
明
し
た
手
法
を
具
体
的
に
適
用
し
た
事
例
を
紹
介
す

る
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に
プ
ロ
野
球
が
あ

る
。
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
に
は
１
シ
ー
ズ
ン
に
50回

も
球
場
観
戦
に
行

く
リ
ピ
ー
タ
ー
が
い
る
。
リ
ピ
ー
タ
ー
は
何
を
求
め
て
球
場
観
戦
に

繰
り
返
し
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
な
に
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
繰
り
返
し
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
応
用
編
で
は
、

プ
ロ
野
球
球
団
の
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
が
札

幌
ド
ー
ム
で
観
戦
す
る
様
子
を
記
録
し
（
心
拍
数
、
視
点
カ
メ
ラ
な

ど
）
、
そ
の
記
録
を
見
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
フ
ァ
ン
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に
成
長
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
す
る
た

め
に
実
施
し
た
調
査
を
紹
介
す
る
。5
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フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
つ
い
て

1.
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
は
．
．
．

‒
正
式
名
は
「
株
式
会
社
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」

‒
日
本
の
プ
ロ
野
球
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
プ
ロ
野
球
球
団
の
一
つ

‒
球
団
名
の
「
日
本
ハ
ム
」
は
、
球
団
の
主
な
出
資
企
業
で
あ
る
「
日
本
ハ
ム
株
式
会
社
」
の
名
前

2.
札
幌
に
移
転
し
て
５
年
（
2008年

当
時
）

‒
2004年

に
東
京
都
か
ら
北
海
道
札
幌
市
に
拠
点
を
移
し
た

‒
札
幌
市
の
人
口
は
185万

人
。
北
海
道
最
大
の
都
市

3.
札
幌
ド
ー
ム
を
拠
点

‒
札
幌
ド
ー
ム
は
、
主
と
し
て
、
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
に
利
用

‒
2001年

に
オ
ープ
ン
し
、
2008年

の
時
点
で
の
座
席
数
は
42,126

‒
2002年

に
FIFAワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
３
試
合
を
ホ
ス
ト

4.
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
が
劇
的
に
増
加

‒
2004年

度
の
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
38,776。

そ
の
後
、
2005年

度
に
は
41,817人

、
2006年

度
に
は
41,193人

、
2007年

度
に
は
60,216人

、
2008年

度
に
は
74,974人

（
9月
30日

時
点
）
と
、
毎

年
、
会
員
数
が
増
加

5.
優
良
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
る
受
賞

‒
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
地
域
に
対
す
る
貢
献
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会
（
2007

年
設
立
）
が
選
定
す
る
「
ハ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
日
本
300選

」
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
し
て
最

初
に
受
賞

5
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入
門
２
（
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波
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フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
年
譜
（
北
海
道
移
転
後
）

•
2004年

：
北
海
道
移
転
元
年

‒
リ
ー
グ
3位

•
2005年

：
札
幌
に
移
転
し
て
2年
目

‒
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
選
手
デ
ビ
ュ
ー
、
リ
ー
グ
5位

•
2006年

：
札
幌
に
移
転
し
て
3年
目

‒
新
庄
選
手
引
退
、
リ
ー
グ
優
勝
・
日
本
一

•
2007年

：
札
幌
に
移
転
し
て
4年
目

‒
ト
レ
イ
・
ヒ
ル
マ
ン
監
督
退
団
、
リ
ー
グ
優
勝

•
2008年

：
昨
シ
ー
ズ
ン

‒
梨
田
新
体
制
ス
タ
ー
ト
、
リ
ー
グ
3位

•
2009年

：
今
シ
ー
ズ
ン

‒
札
幌
ド
ー
ム
初
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム

5
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北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と

サ
ー
ビ
ス
受
容
者
行
動
理
解

•
フ
ァ
ン
数
の
増
加
の
真
の
原
因
は
不
明

‒
成
功
原
因
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
を
阻

害
•
サ
ー
ビ
ス
産
業
全
般
に
通
じ
る
問
題

•
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
向
上

‒
経
済
産
業
省
は
、
科
学
的
・
工
学
的
に
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
生
産
性
を
高
め
る
方
法

を
研
究
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
を
開
始
（
平
成
20年

か
ら
５
年
間
）

‒
成
功
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と
し
て
そ
の
理
由
を
科
学
的
に
解
明

•
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

‒
球
場
に
何
回
も
足
を
は
こ
ぶ
リ
ピ
ー
タ
ー
が
ど
の
よ
う
に
球
場
で
の
野
球
観
戦
を

楽
し
ん
で
い
る
の
か
を
解
明
し
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
高
い
フ
ァ
ン
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
成
功
の

理
由
を
客
観
的
・
科
学
的
に
解
明
す
る

‒
具
体
的
に
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
提
供
し
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
と
、
フ
ァ
ン
の
成
長
過

程
の
関
連
の
解
明
を
行
う
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フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
成
長
過
程
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観
客
数
（
札
幌
ド
ー
ム
）

2009.4.3～
8.30

6
1

•
1
0
,0
0
0

•
2
0
,0
0
0

•
3
0
,0
0
0

•
4
0
,0
0
0

•
5
0
,0
0
0

•4月3日(金)

•4月4日(土)

•4月5日(日)

•4月14日(火)

•4月15日(水)

•4月16日(木)

•5月1日(金)

•5月2日(土)

•5月3日(日)

•5月8日(金)

•5月9日(土)

•5月10日(日)

•5月19日(火)

•5月20日(水)

•5月22日(金)

•5月23日(土)

•5月30日(土)

•5月31日(日)

•6月2日(火)

•6月3日(水)

•6月11日(木)

•6月13日(土)

•6月14日(日)

•6月30日(火)

•7月1日(水)

•7月2日(木)

•7月10日(金)

•7月11日(土)

•7月12日(日)

•7月20日(月)

•7月21日(火)

•7月22日(水)

•7月31日(金)

•8月1日(土)

•8月2日(日)

•8月14日(金)

•8月15日(土)

•8月16日(日)

•8月20日(木)

•8月28日(金)

•8月29日(土)

•8月30日(日)

•
観
客
数

試
合
数
：

4
2試
合

残
り
試
合
数
：

1
5試
合

合
計
：

1
,2

2
6
,6

6
4人

平
均
：

2
9
,2

0
6人
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NASSM
 2009：

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
の
成
長
過
程
の
調
査

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
産
総
研
の
共
同
研
究
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NASSM
 2009：

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
の
成
長
過
程
の
調
査

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
産
総
研
の
共
同
研
究

•
P

ro
ject B
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: D
ev

elo
p

m
en

ta
l p

ro
cesses o

f fa
n

 
lo

y
a
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フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
成
長
過
程
の
解
明

1.ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
高
く
互
い
に
異
な
っ
た
フ
ァ
ン
ス
タ
イ
ル
を

持
つ
９
名
の
フ
ァ
ン
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
。
ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
調

査
を
行
い
、
次
に
グ
ル
ープ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
９
名
を

選
抜
す
る
。

2.選
抜
さ
れ
た
フ
ァ
ン
の
観
戦
行
動
を
観
察
・
記
録
す
る
。
７

月
、
８
月
、
９
月
に
実
施
さ
れ
る
の
３
試
合
を
対
象
と
す
る
。

3.デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
９
名
の
フ
ァ
ン
が
現
在
の

フ
ァ
ン
状
態
に
至
っ
た
経
緯
を
解
明
す
る
。

4.９
名
の
各
々
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
ダ
イ
ア
グ

ラ
ム
（
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
を
作
成
す
る
。

5.９
名
分
の
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
を
統
合
し
て
、
共
通
要
素
を
見
い

だ
し
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

6
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学
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門
２
（
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フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
の
抽
出

•
現
在
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
フ
ァ
ン
を
対
象
と
し
て
、
過
去

を
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
状
態
に
至
る
ヒ
ス
ト
リ

を
記
述
す
る

•
方
法
：
Cognitive Chrono-Ethnography

‒
球
場
で
の
実
際
の
観
戦
行
動
を
記
録
（
視
点
カ
メ
ラ
、
心
拍
、
全
景
カ

メ
ラ
な
ど
）
・
・
・
想
起
の
き
っ
か
け

‒
記
録
を
見
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
記
憶
を
発
掘

•
人
間
の
認
知
特
性
を
考
慮

‒
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
か

‒
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
引
き
出
さ
れ
る
の
か

‒
行
動
選
択
（
観
戦
時
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
）
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る

の
か

6
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
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ス
テ
ッ
プ
１
：
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ

1.ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
高
く
互
い
に
異
な
っ
た
フ
ァ
ン
ス
タ
イ
ル
を

持
つ
９
名
の
フ
ァ
ン
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
。
ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
調

査
を
行
い
、
次
に
グ
ル
ープ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
９
名
を

選
抜
す
る
。

2.選
抜
さ
れ
た
フ
ァ
ン
の
観
戦
行
動
を
観
察
・
記
録
す
る
。
７

月
、
８
月
、
９
月
に
実
施
さ
れ
る
の
３
試
合
を
対
象
と
す
る
。

3.デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
９
名
の
フ
ァ
ン
が
現
在
の

フ
ァ
ン
状
態
に
至
っ
た
経
緯
を
解
明
す
る
。

4.９
名
の
各
々
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
ダ
イ
ア
グ

ラ
ム
（
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
を
作
成
す
る
。

5.９
名
分
の
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
を
統
合
し
て
、
共
通
要
素
を
見
い

だ
し
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

6
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•
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
か
ら
、
フ
ァ
ン
は
プ
ロ
野
球
に
関
し
て
、
応
援
に
関
し
て
、

ま
た
、
物
販
に
関
し
て
異
な
っ
た
態
度
を
持
っ
て
い
て
、
か
つ
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
札
幌
に

移
転
し
て
か
ら
数
回
以
上
ド
ー
ム
観
戦
に
訪
れ
て
い
る
も
の
を
ウ
ェ
ブ
調
査
に
よ
り
選
抜

し
、
そ
の
の
な
か
か
ら
、
９
名
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
高
い
フ
ァ
ン
を
選
抜
す
る
。

•
2008年

6月
20日

現
在
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
73,286で

あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
30,000人

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
PCで

ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
ウ
ェ
ブ
調

査
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象
と
し
た
。
選
抜
さ
れ
る
９
名
は
、
異
な
っ
た

フ
ァ
ン
ス
タ
イ
ル
を
代
表
し
、
ま
た
、
異
な
っ
た
経
緯
を
経
て
現
在
の
フ
ァ
ン
状
態
（
ロ
イ

ヤ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
）
に
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
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ス
テ
ッ
プ
１
：
２
段
階
で
リ
ク
ル
ー
ト

•
ス
テ
ッ
プ
１
-１
：
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
対
象
の
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト

‒
目
的
：
観
戦
ス
タ
イ
ル
の
異
な
る
30名

を
選
出
す
る

‒
実
施
日
：
2008年

6月
11日

～
13日

‒
場
所
：
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

‒
回
答
数
：
3,687件

•
ス
テ
ッ
プ
１
-２
：
グ
ル
ープ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

‒
目
的
：
観
戦
行
動
調
査
に
適
し
た
9名
を

選
定
す
る

‒
実
施
日
：
2008年

6月
21日

～
22日

‒
対
象
者
：
6名
×5グ

ル
ープ

‒
場
所
：
球
団
事
務
所
大
会
議
室
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0
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

ス
テ
ッ
プ
 ２
 、
 ス
テ
ッ
プ
 ３

1.ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
高
く
互
い
に
異
な
っ
た
フ
ァ
ン
ス
タ
イ
ル
を

持
つ
９
名
の
フ
ァ
ン
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
。
ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
調

査
を
行
い
、
次
に
グ
ル
ープ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
９
名
を

選
抜
す
る
。

2.選
抜
さ
れ
た
フ
ァ
ン
の
観
戦
行
動
を
観
察
・
記
録
す
る
。
７

月
、
８
月
、
９
月
に
実
施
さ
れ
る
の
３
試
合
を
対
象
と
す
る
。

3.デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
９
名
の
フ
ァ
ン
が
現
在
の

フ
ァ
ン
状
態
に
至
っ
た
経
緯
を
解
明
す
る
。

4.９
名
の
各
々
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
ダ
イ
ア
グ

ラ
ム
（
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
を
作
成
す
る
。

5.９
名
分
の
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
を
統
合
し
て
、
共
通
要
素
を
見
い

だ
し
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
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0
 感
性
認
知
脳
科
学
入
門
２
（
筑
波
大
学
）

ス
テ
ッ
プ
 ２
：
 観
戦
行
動
の
観
察

•
選
抜
さ
れ
た
調
査
参
加
者
に
札
幌
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
主

催
試
合
（
指
定
試
合
）
を
３
試
合
観
戦
し
て
も
ら
う

•
調
査
参
加
者
の
観
戦
行
動
を
記
録
す
る

‒
調
査
参
加
者
の
３
列
前
に
DVDカ

メ
ラ
を
設
置
し
観
戦
行
動
を
記
録
す
る

‒
小
型
耳
掛
け
CCDカ

メ
ラ
を
装
着
し
て
も
ら
い
見
て
い
る
方
向
の
シ
ー
ン
を
記
録

す
る

‒
ピ
ン
マ
イ
ク
を
装
着
し
て
も
ら
い
発
話
を
記
録
す
る

‒
心
電
計
と
加
速
時
計
を
装
着
し
て
も
ら
い
生
体
反
応
を
記
録
す
る

•
指
定
試
合

‒
７
月
：
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
と
の
３
連
戦

‒
８
月
：
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
と
の
３
連
戦

‒
９
月
：
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
と
の
３
連
戦

•
各
調
査
参
加
者
は
各
月
の
３
連
戦
の
う
ち
の
１
試
合
を
観
戦
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た

7
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客
席
の
モ
ニ
タ
ー

視
点
カ
メ
ラ
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
の
装
着
（
試
合
開
始
前
）

観
戦
中
の
モ
ニ
タ
ー

7
3

マ
イ
ク

視
線
カ
メ
ラ

視
線
カ
メ
ラ
映
像
・
音
声
記
録
用
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

心
拍
・
加
速
度
記
録
装
置

ス
テ
ッ
プ
 ２
：
 観
戦
行
動
の
記
録

•
被
験
者
は
各
月
１
回
、
試
合
観
戦

‒
７
月
：
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
と
の
３
連
戦

‒
８
月
：
オ
リ
ッ
ク
ス
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
と
の
３
連
戦

‒
９
月
：
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
と
の
３
連
戦
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0
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認
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科
学
入
門
２
（
筑
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大
学
）

ス
テ
ッ
プ
 ３
：
 デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

•
札
幌
ド
ー
ム
で
の
観
戦
後
に
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施

‒
試
合
中
の
特
徴
的
な
シ
ー
ン
に
つ
い
て
、
行
動
記
録
映
像
、
視
点
カ
メ
ラ
映
像
、
TV

で
放
映
さ
れ
た
試
合
中
継
映
像
を
再
生
す
る

‒
特
徴
的
な
シ
ー
ン
に
は
、
得
点
シ
ー
ン
、
イ
ニ
ン
グ
間
の
イ
ベ
ン
ト
、
生
理
デ
ー
タ

に
顕
著
な
変
化
が
あ
っ
た
箇
所
が
含
ま
れ
る

•
３
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
目
的

7
4

１
回
目
（
７
月
）
調
査
参
加
者
が
「
現
在
」
ど
の
よ
う
に
試
合
観
戦
を
し
て
い
る
か
を
理
解
す
る

２
回
目
（
８
月
）
調
査
参
加
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
プ
レ
・
フ
ァ
ン
、
フ
ァ
ン
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
進

化
し
た
の
か
を
理
解
す
る

３
回
目
（
９
月
）
プ
レ
・
フ
ァ
ン
か
ら
フ
ァ
ン
に
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
た
き
っ
か
け
は
何
か
、
フ
ァ

ン
に
と
ど
ま
ら
せ
て
い
る
要
因
は
何
か
、
ま
た
、
フ
ァ
ン
か
ら
リ
ピ
ー
タ
に
ス

テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
た
き
っ
か
け
は
何
か
、
フ
ァ
ン
に
と
ど
ま
ら
せ
て
い
る
要
因
は

何
か
、
を
理
解
す
る
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被
験
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
ー

視
点
カ
メ
ラ
映
像

観
戦
す
る
様
子

野
球
中
継
映
像

ス
テ
ッ
プ
 ３
：
 デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

３
回
、
各
月
の
観
戦
行
動
記
録
終
了
後
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0
 感
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認
知
脳
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学
入
門
２
（
筑
波
大
学
） ス
テ
ッ
プ
 4

1.ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
高
く
互
い
に
異
な
っ
た
フ
ァ
ン
ス
タ
イ
ル
を

持
つ
９
名
の
フ
ァ
ン
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
。
ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
調

査
を
行
い
、
次
に
グ
ル
ープ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
９
名
を

選
抜
す
る
。

2.選
抜
さ
れ
た
フ
ァ
ン
の
観
戦
行
動
を
観
察
・
記
録
す
る
。
７

月
、
８
月
、
９
月
に
実
施
さ
れ
る
の
３
試
合
を
対
象
と
す
る
。

3.デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
９
名
の
フ
ァ
ン
が
現
在
の

フ
ァ
ン
状
態
に
至
っ
た
経
緯
を
解
明
す
る
。

4.９
名
の
各
々
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
ダ
イ
ア
グ

ラ
ム
（
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
を
作
成
す
る
。

5.９
名
分
の
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
を
統
合
し
て
、
共
通
要
素
を
見
い

だ
し
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

7
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1.ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
高
く
互
い
に
異
な
っ
た
フ
ァ
ン
ス
タ
イ
ル
を

持
つ
９
名
の
フ
ァ
ン
を
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
。
ま
ず
、
ウ
ェ
ブ
調

査
を
行
い
、
次
に
グ
ル
ープ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
９
名
を

選
抜
す
る
。

2.選
抜
さ
れ
た
フ
ァ
ン
の
観
戦
行
動
を
観
察
・
記
録
す
る
。
７

月
、
８
月
、
９
月
に
実
施
さ
れ
る
の
３
試
合
を
対
象
と
す
る
。

3.デ
プ
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
９
名
の
フ
ァ
ン
が
現
在
の

フ
ァ
ン
状
態
に
至
っ
た
経
緯
を
解
明
す
る
。

4.９
名
の
各
々
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
ダ
イ
ア
グ

ラ
ム
（
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
）
を
作
成
す
る
。

5.９
名
分
の
フ
ァ
ン
ヒ
ス
ト
リ
を
統
合
し
て
、
共
通
要
素
を
見
い

だ
し
、
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
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プ
レ
フ
ァ
ン

フ
ァ
ン

リ
ピ
ー
タ
ー

プ
レ
フ
ァ
ン
か
ら
フ
ァ
ン
へ

1.
ス
タ
ー
選
手
の
退
団
、
優
勝
へ
の
期
待
感
（
メ
デ
ィ
ア
報
道
）

2.
フ
ァ
ン
の
応
援
し
て
い
る
様
子
（
観
戦
環
境
）

3.
主
力
選
手
を
知
る
、
チ
ー
ム
・
選
手
を
知
る
、
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
目
立
た
な
い
職
人
っ

ぽ
い
選
手
、
タ
レ
ン
ト
性
の
あ
る
選
手
（
チ
ー
ム
・
選
手
に
関
す
る
情
報
発
信
）

フ
ァ
ン
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
へ

1.
TVや

ラ
ジ
オ
等
で
は
伝
わ
ら
な
い
要
素
（
観
戦
環
境
）

2.
フ
ァ
ン
と
の
ふ
れ
あ
い
（
観
戦
環
境
）

3.
ル
ー
ル
や
チ
ー
ム
・
選
手
の
詳
細
な
理
解
（
チ
ー
ム
・
選
手
・
野
球
に
関
す
る
情
報
発
信
）

4.
一
人
で
観
戦
で
き
る
雰
囲
気
、
自
分
の
影
響
で
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
妻
、
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
球
場
で
知
り
合
っ
た
フ
ァ
ン
（
観
戦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

5.
自
分
が
知
ら
な
い
選
手
の
存
在
、
十
分
に
知
る
前
に
シ
ー
ズ
ン
終
了
（
翌
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
情

報
発
信
）

6.
様
々
な
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
グ
ッ
ズ
（
帰
属
欲
求
を
充
足
さ
せ
る
グ
ッ
ズ
の
提
供
）

7.
観
戦
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
達
成
感
（
帰
属
欲
求
を
充
足
さ
せ
る
情
報
の
提
供
）

8.
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
帰
属
意
識
を
維
持
さ
せ
る
た
め
の
情
報
提
供
・
機
会
の
提
供
）

9.
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
へ
の
期
待
（
あ
き
ら
め
な
い
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
）

10.間
近
で
プ
レ
ー
す
る
選
手
、
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
、
身
近
に
応
援
で
き
る
球
団
（
チ
ー
ム
・
選
手
と
の

一
体
感
）
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8

1.
TV、

新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
や
チ
ー
ム
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
が

き
か
っ
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

2.
a) 実

際
の
札
幌
ド
ー
ム
で
の
観
戦
で
、
フ
ァ
ン
が
応
援
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
応
援
に
加
わ
り
た
い
と
お
も
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

b) テ
レ
ビ
な
ど
を
通
し
て
、
札
幌
に
ド
ー
ム
で
フ
ァ
ン
が
応
援
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
応
援
加
わ
り
た
い
と
お
も
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

3.
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
の
な
か
に
気
に
な
る
選
手
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に

な
っ
た

4.
札
幌
ド
ー
ム
で
野
球
を
観
戦
す
る
と
き
に
TVや

ラ
ジ
オ
で
は
伝
わ
ら
な
い
魅
力
（
ラ
イ
ブ
感
な
ど
）
を
感
じ
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野

球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

5.
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
い
う
チ
ー
ム
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
、
あ
る
い
は
野
球
の
ル
ー
ル
に
詳
し
く
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

6.
a) 札

幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
こ
と
に
対
し
て
自
分
の
周
り
の
者
が
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

b) 一
人
で
も
観
戦
で
き
る
札
幌
ド
ー
ム
の
雰
囲
気
と
、
そ
の
環
境
の
中
で
他
フ
ァ
ン
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

7.
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
中
に
気
に
な
る
選
手
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る
な
ど
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
 よ
う
に
な
っ
た

8.
札
幌
ド
ー
ム
に
観
戦
に
行
か
な
け
れ
ば
収
集
で
き
な
い
グ
ッ
ズ
を
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の

野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

9.
札
幌
ド
ー
ム
で
野
球
を
観
戦
し
な
が
ら
、
ス
コ
ア
を
つ
け
た
り
、
写
真
を
と
っ
た
り
、
観
戦
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
記
録
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
き
か
っ
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
 球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

10.
 SNSや

M
IXIな

ど
の
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
の
話
題
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
 行
く
よ
う
に
な
っ
た

11.
 札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
で
知
り
合
っ
た
仲
間
と
球
場
外
で
も
つ
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で

の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

12.
 ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
を
戦
う
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
や
日
本
シ
リ
ー
ズ
に
進
出
す
る
こ
と
に
期
待
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
 球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た

13.
 札
幌
ド
ー
ム
で
野
球
観
戦
を
す
る
と
間
近
で
選
手
の
プ
レ
ー
を
み
る
こ
と
に
楽
し
み
を
見
い
出
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球
観
戦
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
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0
 感
性
認
知
脳
科
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（
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波
大
学
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ま
と
め
（
Ⅰ
）

•
フ
ァ
ン
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
進
化
モ
デ
ル
を
CCEに

よ
り
構
築

‒
９
人
の
調
査
参
加
者
の
フ
ァ
イ
ヒ
ス
ト
リ
を
明
ら
か
に
し
、
各
々
の
調
査

参
加
者
が
プ
レ
・
フ
ァ
ン
か
ら
フ
ァ
ン
に
、
そ
し
て
、
最
終
的
に
リ
ピ
ー

タ
ー
で
あ
る
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
高
い
フ
ァ
ン
に
ど
の
よ
う
に
ス
テ
ー
ジ

ア
ッ
プ
し
て
い
っ
た
か
を
示
し
た
。

•
こ
こ
で
見
い
だ
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
関
連
す
る
特
徴
は
、
高

い
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
フ
ァ
ン
に
成
長
す
る
可
能
性
の
あ
る

「
潜
在
的
な
高
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
フ
ァ
ン
」
が
と
る
可
能
性
の
あ
る
パ

ス
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

•
し
た
が
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
潜
在
的
な

高
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
フ
ァ
ン
を
高
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ス
テ
ー
ジ
に
ス
ム
ー

ズ
に
成
長
さ
せ
る
の
に
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
方
法
を
考
案
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
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入
門
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波
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ま
と
め
（
Ⅱ
）

•
Cognitive Chrono-Ethnography：

CCE
‒
人
間
が
次
の
行
動
を
決
定
す
る
と
き
、
人
間
は
過
去
に
経
験
し
て
き
た
こ

と
を
構
造
化
し
た
知
識
を
利
用
し
、
 環
境
か
ら
入
力
さ
れ
る
情
報
を
適
切

に
認
知
資
源
を
配
分
し
な
が
ら
、
 満
足
度
を
最
大
化
す
る
の
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
行
動
を
選
択
す
る
（
認
知
科
学
的
行
動
選
択
機
構
）

‒
CCEは

、
特
定
の
個
人
が
、
現
時
点
に
お
け
る
行
動
選
択
特
性
を
獲
得
す

る
に
至
っ
た
経
緯
に
関
す
る
成
長
プ
ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
を
、
 前
記
の
行
動

選
択
機
構
に
基
づ
い
て
、
そ
の
行
動
が
実
行
さ
れ
る
現
場
に
お
け
る
現
場

観
察
調
査
（
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
 行
動
デ
ー
タ
を
記

録
・
収
集
し
、
そ
の
記
録
を
も
と
に
回
顧
的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、

成
長
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
（
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
）
、
 そ
の
現
場
に
お
け

る
行
動
選
択
特
性
の
変
成
過
程
を
時
間
軸
上
で
明
ら
か
に
す
る

‒
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
特
定
の
商
品
の
購
買
、
映
画
、
観
光
地
訪
問
な
ど
の
リ

ピ
ー
タ
ー
化
の
解
明
を
扱
え
る

9
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ま
と
め
（
Ⅲ
）

•
ロ
ン
グ
タ
ー
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

‒
CCEに

よ
り
得
ら
れ
た
知
見
に
基
づ
い
た
顧
客
獲
得
が

可
能

‒
リ
ピ
ー
タ
ー
育
成
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
こ
の
手
法

は
ロ
ン
グ
タ
ー
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
呼
べ
る

‒
CCEは

、
従
来
の
、
顧
客
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
反
応
を

喚
起
す
る
シ
ョ
ー
ト
タ
ー
ム
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
包
含
す

る
よ
り
包
括
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
基
盤
を
提

供

9
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サ
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ビ
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工
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入
門
（
東
京
大
学
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版
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9
8

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
さ
ら
な
る
向
上
を
め
ざ
す
た
め
に
，
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
。
本
書
は
，
科
学

的
・
工
学
的
手
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
研
究
に
つ
い
て
ま
と
め
た
初
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
．
セ
ブ
ン
・

イ
レ
ブ
ン
，
ア
シ
ッ
ク
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
成
功
例
を
ま
じ
え
，
「
観
測
」
「
分
析
」
「
設

計
」
「
適
用
」
の
４
つ
の
観
点
か
ら
て
い
ね
い
に
解
説
す
る
．

主
要
目
次

序
　
章
　
サ
ー
ビ
ス
工
学
と
は

　
　
１
　
サ
ー
ビ
ス
工
学
序
論
（
吉
川
弘
之
）

　
　
２
　
科
学
的
・
工
学
的
手
法
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
（
内
藤
）

第
１
章
　
サ
ー
ビ
ス
の
起
源
と
社
会
に
お
け
る
展
開

　
　
１
　
サ
ー
ビ
ス
の
起
源
と
歴
史
的
発
展
（
赤
松
幹
之
）

　
　
２
　
社
会
・
政
策
動
向
（
谷
口
正
樹
）

　
　
３
　
サ
ー
ビ
ス
研
究
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
か
（
竹
中
　
毅
・
内
藤
・
上
田
完
次
）

第
２
章
　
現
場
に
お
け
る
「
観
測
」
技
術

　
　
１
　
サ
ー
ビ
ス
受
容
者
の
認
知
・
評
価
構
造
（
北
島
宗
雄
）

　
　
２
　
ユ
ビ
キ
タ
ス
セ
ン
サ
を
用
い
た
日
常
生
活
セ
ン
シ
ン
グ
（
西
田
佳
史
）

第
３
章
　
大
規
模
デ
ー
タ
の
「
分
析
」
技
術

　
　
１
　
大
規
模
デ
ー
タ
か
ら
の
計
算
モ
デ
ル
の
構
築
（
本
村
陽
一
・
石
垣
　
司
・
松
岡
克
典
）

　
　
２
　
計
算
モ
デ
ル
の
活
用
技
術
（
本
村
陽
一
・
石
垣
　
司
・
松
岡
克
典
）

第
４
章
　
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
「
設
計
」
技
術

　
　
１
　
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
設
計
（
新
井
民
夫
・
下
村
芳
樹
・
原
辰
徳
）

　
　
２
　
サ
ー
ビ
ス
実
現
設
計
の
た
め
の
最
適
化
技
術
（
宮
下
和
雄
）

第
５
章
　
実
際
の
現
場
へ
の
「
適
用
」
技
術

　
　
１
　
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
と
そ
の
統
合
的
活
用
に
よ
る
革
新
（
碓
井
　
誠
）

　
　
２
　
人
間
生
活
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
再
活
用
（
持
丸
正
明
）
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脳
は
あ
り
合
わ
せ
の
材
料
か
ら
生
ま
れ
た

そ
れ
で
も
ヒ
ト
の
「
ア
タ
マ
」
が
う
ま
く
機
能
す
る
わ
け
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9

•
ヒ
ト
の
脳
、
そ
し
て
そ
こ
で
機
能
す
る
心
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
た
と
え
ら
れ
る
ほ
ど
精
巧
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
じ
つ
は
以
外
と

不
器
用
　
ー
ー
　
と
言
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
心
当
た
り
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
記
憶
は
肝
心
な
と
き
に

あ
て
に
な
ら
な
い
し
、
す
ぐ
怪
し
い
ニ
セ
科
学
を
信
じ
る

し
・
・
・
合
理
的
な
主
体
が
動
か
し
て
い
る
は
ず
の
経
済

だ
っ
て
「
感
情
で
動
く
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
。

•
で
も
そ
れ
が
、
私
た
ち
ヒ
ト
の
心
と
脳
の
真
実
な
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
進
化
が
ヒ
ト
以
前
の
生
き
物
に
備
わ
っ

て
い
た
、
い
わ
ば
手
近
に
あ
っ
た
素
材
を
ち
ゃ
ち
ゃ
っ
と

改
良
し
て
、
そ
の
場
し
の
ぎ
で
新
し
い
機
能
を
継
ぎ
足
し

て
い
っ
た
も
の
だ
か
ら
。
本
書
で
は
そ
の
「
そ
の
場
し
の

ぎ
で
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
」
現
状
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用

語
を
借
り
て
「
ク
ル
ー
ジ
」
と
命
名
、
脳
と
心
の
以
外
に

も
「
ト
ホ
ホ
」
な
側
面
と
、
な
ぜ
そ
ん
な
も
の
が
で
き
あ

が
る
の
か
を
、
進
化
心
理
学
の
立
場
か
ら
紹
介
し
、
そ
れ

で
も
ヒ
ト
が
う
ま
く
や
っ
て
い
る
現
状
と
、
も
っ
と
う
ま

く
や
る
た
め
の
処
方
箋
を
提
供
し
ま
す
。


